
                    

 

 

巻頭言 

 

保護者の皆さんはご存知でしょうか？ 

今年度マナで変わったことの一つ『「折り紙は 1 日 2 枚まで」を止めこと』を。子どもたちが

満足するまでその遊びができるという点でとても良かったと実感しています。 

ある朝のサムエルの時間のことでした。保育室の壁の高いところに海に見立てた細長い

青い紙に魚の折り紙が 1 匹飾られているのを見つけた E くん。「僕も（折って海に泳がせた

い）」と保育者に教わりながらサメを折りました。「ここに貼って！」と私に場所のリクエストし

て満足気に。（セロテープでわっかを作って自分で自家製両面テープを作りましたよ） 

次はシロナガスクジラ、ザトウクジラと形は一緒ながら色を変えて折り始めました。 

ベージュの紙を貼るようせがまれて最初は“何故ベージュ？”とまったくピンとこなかった

のですが。そう！浜辺です！！かめが産卵に訪れたりごつごつした岩がたくさん！ 

それを見ていたお友だちも触発されて次の日はサメ、フグが。次の次の日にはたこ、いか、

かじきにカニ、えびも。 

そんなこんなでこのブームはしばらく続き、海のいきものはどんどん増えていきました。今

では波の上にジャンプしているトビウオの群れも出現。鳥たちも遊びにくるようになりました。  

これは、大人が作りなさいと言ったものでなく子どもたちがどんどん想像力を膨らませて

作り上げたすてきな作品です。ぜひ保育室に来て実物も覧になってください。 

 

 

小林 由紀恵 

 

聖書のテーマ … イエス様から目を離さない 

暗唱聖句 ルカ 1５：１０ 「ひとりの罪人が悔い改めるなら、神の御使いたちに喜び

がわき起こるのです。」 

へブル１２：２ 「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さ

ないでいなさい。」 

2026 年 １０月マナだより                 

土浦めぐみ教会付属マナ愛児園 



教育目標 ・私を愛してくださるイエスさまを知る。 

・イエスさまの歩んだ道を知る。 

幼児の活動 ・はと組…秋を楽しむ。 

・ろば組…秋の自然に触れながら、友だちと一緒に戸外でのびのび遊ぶ。 

・ひつじ組…秋の自然に触れ、発見の喜びを味わう。 

・こひつじ組・ひかり組…体を使って、外で元気に遊ぶ。 

 

月の行事 

絵本貸出し 10/20 貸出し → 10/27 返却 

サムエル英語 10/５,19,26 

※全園児対象、お子さんの希望で行います。  

サムエル習字 10/6,20,27 

※ろば・はとさんのみ、お子さんの希望で行います。 

教会学校 【持ち物】 しゅっせきちょう、うわばき、ハンカチもしくはタオル、水筒 

運動会 10/10㈯ 

8：40 登園→９：００開始→１１：00 頃終了予定  

※終了後に、全体での片付けがありますのでご協力ください。 

 

《服装》上は子供たちお絵描きした T シャツ、下は動きやすい半ズボ

ンなどでお願いします。靴は履き慣れた運動靴、青白帽子着用でお

願いします。 

《持ち物》自分で開閉できる水筒・汗拭きタオル 

 

10/10㈯の運動会が延期になった場合は・・・ 

10/10㈯の運動会が雨の場合は１２㈪に行います。１２日も雨の場合

は１４㈬～１６㈮の間で、晴れた日にひつじろばはとのこどもたちだけ

で運動会をいたします。その際の保護者の方の見学は自由とさせて

いただきます。 

詳細については後日お知らせいたします。 

 

ろば・はと山登り 10/23㈮ 雨天延期 10/30㈮ 

※こひつじ・ひつじのお子さんは休園です。（サムエルはあります） 

 

7：40 集合→7：50 園出発→9：00 頃登山開始→14：00 頃帰園 

詳細については後日お知らせいたします。 



ろば・はとお芋ほり 10 月下旬頃（日程は生育状況をみて決めますので、後日連絡いた

します。） 

春に子どもたちが苗付けしたお芋の収穫に行きます。 

 

その他 ・運動会までグラウンドで運動遊びやダンスをしますので下記のもの

を必ずご用意くださいますようお願いします。 

① 運動靴、②運動のしやすい服装、③水筒、④青白帽子 

 

・落とし物や忘れ物が増えてきています。持ち物には必ず記名をお

願いします。 

 

 

  日々のエピソード   

 

礼拝の中で教師が、「私たちは神様に喜ばれることがしたいと願っているのに、違うこと

をしてしまいます。」、「お友だちにやさしくしたり、仲良くしたいのに、いじわるな気持ち

や仲間外れをしてしまうこともあります。」、「神さま！そんな私たちを、どうか助けて下さ

い！」と祈ることがあります。 

そんな祈りの最中に、目をこすって涙が出そうなのをこらえている園児の姿を見ること

があります。祈りを通して神さまが、その子の心にやさしく触れて下さっています。 

津田 

 

先日は雨の止んだちょっとの時間に栗をたくさん拾ってきました。 

濡れている栗を拭きながら、子ども達が一人 20 個の栗をビニール袋に入れる様子を見

ていました。 

「こっちの方が大きいかな？」と見比べながら少しでも大きい栗を入れる子。 

13 個を入れて「せんせい、20 個入れました」「あら、少し少ないわね」と答えて一緒に数

えて 20 個にした子。「穴の開いてるのがいいな！」不思議に思い「どうして？」と聞いて

みますと「だって穴が開いているのは虫がいるから、家に帰って虫さんが出てくるのを待

つんだ！」との答えに「なるほど」と感心してしまいました。それぞれの会話から、私はひ

とり楽しみました。 

宮崎 

 

 


